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法 律 相 談
● 区役所1 階区民相談室
相談日は、陬週月・木矇日、午　
唆1時～4時
● 第二庁舎会議室
相談日は毎月第3水曜日、午　
後1時～4時
※ ともに予約制( 電話予約可能)
≪ 月2 回( 5 日 、20 日) 発 行 ≫

年中無休・夜間 開館等を実施
図書館 サー ビスを大幅アッ プ

地
域
図
書
館
を
公
社
に
委
託

ま
ず
6
1年度
新
設
の
江
北
図
書
館
か
ら

区
で
は
、
図
寤
館
サ
ー
ビ
ス
を

大
輜
に
ア
ッ
ブ
す
る
た
め
昭
和
6
1

年
度
か
ら
一
部
の
地
域
図
書
館
で

管
理
の
一
部
を
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
公
杠
」
に
委
託

し
ま
す
。

現

状

現
在
、
区
に
は
中
央
図
書
館
と
H

の
地
域
図
魯
館
が
あ
り
、
皆
さ

ん
に
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
図
瓣
館
の
開
館
時
閧
は
、

一
部
の
館
を
除
い
て
午
前
9
時
か

ら
午
後
5
時
ま
で

、
休
館
日
は
原

則
と
し
て

、
毎
週
月
曜
日
と
第
3

日
曜
日
お
よ
び
祝
祭
日
等
と
な
つ

て
い
ま
す
。

要
望
に
お
応
え
し
ま
す

以
前
か
ら
区
民
の
皆
さ
ん
か
ら

夜
間
閧
館
や
、
年
中
無
休
閧
館
が

強
く
要
望
百
れ
て
い
ま
す
。
が
、

こ
れ
ら
の
要
望
を
碼
す
に
は
、
人

件
費
な
ど
多
く
の
経
費
が
か
か
り

ま
す
。

し
か
し
、
行
政
改
革
が
さ
け
ぱ

れ
て
い
る
今
日
、
経
費
を
節
減
し

効
率
的
な
週
営
を
図
る
こ
と
が
、

自
治
体
運
営
の
基
本
姿
勢
と
な
っ

て
い
ま
す
。

そ
こ
で
新
た
に
人
件
費
等
の
経

賢
を
か
け
る
こ
と
な
く

年
中
無

休
・
夜
間
閲
館
を
含
む
図
S
館
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
を
は
か
る
た
め
、

地
域
図
翕
館
の
管
理
の
一
部
委
託

に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。こ
の
た
び
そ
の
基
本
方
針
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
趣
旨
を

わ
か
り
や
す
い
質
問
形
式
で
説
明

し
ま
す
。

Q
&
A

ト

レ
委
託
先
は
ど
こ
に

な
る
の
で
す
か
?
　

足
立
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
公
扛
(
以
下
「
公
社
」

と
い
う
)
に
管
理
の
一
郎
を
委
託

し
ま
す
。

こ
の
公
社
は
、
区
の
全
額
出
資

に
よ
り
設
立
さ
れ
。
区
行
政
を
補

完
し
て
公
益
的
な
事
業
を
執
行
し

て
い
る
財
団
法
人
で
区
職
員
が
多

数
派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
。

ト
ト

委
託
す
る
業
務
は

ど
の
よ
う
に
な
り
ま

す
か
?

聞
館
時
閧
の
変
更
や
図
S
の
貸

出
冊
数
な
ど
図
富
館
の
基
本
的
方

針
の
決
定
や
購
入
図
書
の
選
定
、

腴
S
耜
鮫
等
は
、
従
来
ど
お
り
区

立
中
央
図
魯
館
や
地
域
図
S
館

で
、
区
の
教
育
委
貝
会
の
責
任
で

行
い
ま
す
。そ
の
他
貸
出
や
返
却

図
書
整
理
業
務
等
を
公
社
に
委
託

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

従
つ
て
、
現
在
地
域
図
書
館
で

行
つ
て
い
る
事
業
内
容
そ
の
も
の

は
全
く
変
更
が
あ
り
ま
せ
ん
。

-
レ
匚
委
託
す
る
時
期
は

い
つ
に
な
り
ま
す
か

昭
和
6
1年
4
月
か
ら
江
北
図
書

館
を
、ま
た
他
の
地
域
図
書
館
は
、

江
北
図
害
館
の
邏
営
状
況
を
み
な

が
ら
、
昭
和
6
2年
度
に
委
託
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

卜
卜

に委
託
す
る
と
な
ぜ

新
た
に
経
費
を
か
け

な
い
で
、
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
は
か
れ
る

の
で
す
か
?

地
域
図
書
館
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
セ

ン
タ
ー
内
に
柱
会
教
育
館
、
体
育

館
等
と
併
設
に
な
っ
て
い
る
と
こ

ろ
が
多
く
あ
り
ま
す
。
杠
会
教
弯

館
と
体
弯
館
は
、
す
で
に
公
社
に

委
託
し
て
お
り
、
年
中
無
休
・
夜

問
閧
館
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

図
卉
館
の
眥
理
の
一
郎
を
公
杜

に
委
託
す
る
と
、
ブ
ロ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
内
の
I
施
設
煢
職
員
の
弾
力

的
・
効
率
的
屈
用
に
よ
り
一
体
的

管
理
が
は
か
ら
れ
、
経
費
を
か
け

ず
に
年
中
無
休
や
夜
間
開
館
等
の

サ
ー
ピ
ス
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

-‘
-
そ
の
他
に
ど
ん
な

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が

あ
り
ま
す
か
?

た
と
え
ば
、
公
社
で
は
、
司
癧

資
格
を
有
す
る
人
を
輜
広
く
確
保

で
き
る
な
ど
、
い
ま
以
上
に
読
書

相
談
等
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
が
可
能

で
す
。

ま
た
、
麦
休
み
な
ど
図
書
配
の

閲
覧
室
が
屁
雑
す
る
と
き
は
、
社

会
敦
育
館
の
会
議
室
を
閲
覧
室
と

し
て
閧
放
す
る
な
ど
ブ
ロ
ッ
ク
セ

ン
タ
ー
全
体
の
効
蜜
的
な
運
営
が

で
き
ま
す
。

図
寤
館
サ
ー
ビ
ス
の
瞿
的
な
充

実
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
ぷ
つ
に
、

質
的
な
充
実
に
も
つ
な
が
り
、
公

杜
に
委
託
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
は
あ
っ
て
も
低

下
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

1

公
社
に
委
託
さ
れ

る
と
、
図
番
購
入
費

を
減
翻
さ
れ
た
り
、

利
用
が
有
籾
に
な
り

ま
せ
ん
か
?

図
撈
曠
入
眥
は
従
来
と
変
わ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん

無
科
で
利
用
で
き
ま
す
。

j
卜

誰
が
何
の
本
を
借

り
て
い
る
と
か
、
借

り
た
と
か
、
と
い
う

秘
密
は
漏
れ
ま
せ
ん

か
?

公
立
で
あ
る
つ
と
私
立
で
あ
ろ

う
と
図
唐
館
に
勤
務
す
る
職
貝

は
、
紀
f…
を
守
る
義
務
か
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
公
柱
の
蔵
業
規
川

に
も
守
秘
義
務
が
あ
り
ま
す
の

で
、
プ
ラ
イ
パ
シ
ー
は
保
護
さ
れ

ま
す
。

⊇
地
城
図
4
館
の
委
託
に
関
す
る

間
い
台
わ
せ
は
、中
央
図
書
館
(
魯

叫
4
6
4
6
)

へ
。

年
末
・年
始
の
区
役
所
窓
口

区
役
所
の
年
末
・
年
始
の

事
務
取
扱
い
は
次
の
と
お
り

に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
年
末
の
窓
囗
は
混

雑
し
ま
す
の
で
。お
早
め
に

ど
う
ぞ
。

▽
年
末
は
1
2月
2
8口
(
土
)
　

で
終
り
、
新
年
は
1
月
4
　

日
(
士
)
か
ら
業
秘
を
始

め
ま
す
。

ビ
デ
オ
広
報
「ル
ッ
ク
イ
ン
あ
だ
ち
」

第
1
4作
を
放
映
中

第
1
4
作
の
内
容
▽
ル
ポ
…
　

老
人
ク
ラ
プ
戔
J
会
▽
　

人
名
録
…
木
目
込
人
形
師
　
　
「

木
村
秀
一
さ
ん
」
▽
　

衝
の
話
題
・・・
2
0周
年
を
迎

え
た
第
1
4地
少
協

▽
学

校
か
ら
こ
ん
に
ち
は
・・・
弥

生
染
め

な
ど

・

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
を
貸
し
出

し
ま
す

「
ル
ノ
ク
イ
ン
あ
た
ち
‰
I
I

目
≒
旧
日
光
衝
逎
を
た

ず
ね
て
」「
広
報
映
画
・
生
活

鵆
設
軻
」
な
ど
を
a
し
出
し

て
い
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

広
報
課

年末・年始の 休日診療所案内12月29 日～
1 月3 日

掲載申込を受け付けます
くらしの便利帳に
有料広告を掲載
―昭和61年4月末発行予定―

区
で
は
、
。く
ら
し
の
便
利

帳
」
を
1
印
お
き
に
発
し
し
、

区
内
全
に
帯
に
配
酊
し
て
い
ま

す
。哽

利
帳
は
、
卜
の
組
織
。
仕

小
の
内
律
な
ど
、
く
ら
し
に
役

ひ
つ
吶
報
を
。
わ
か
り
や
す
く

掲
載
し
て
お
り
、
X

民
の
皆
さ

ん
に
、
糊
し
ま
れ
、
ご
利
川
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
回
か
ら
は
、
砠
業
な
ど
の

広
t
Jを
行
料
で
掲
鹹
し
ま
す
。

掲
蔽
を
希
甲
さ
れ
る
万
は
、

次
に
よ
り
お
巾
し
八
み
く
だ
さ
'
V

広
告
掲
職
基
準
等

▽
内
容
を
審
査
し
、
掲
載
を

決
定
し
ま
す

▽
掲
載
百
:
Å
4

版
(
8
0
頁

予
定
)
の
表
3
、
4
お
よ

び
本
文
中
の
指
定
す
る
頁

掲
載
で
き
な
い
も
の

J
使
利
帳
の
公
共
性
お
よ

び
、
そ
の
品
位
を
損
う
お

そ
れ
の
あ
る
も
の

ぶ
風
俗
営
業
等
の
規
制
お
よ

び
業
務
の
適
正
化
等
に
関

す
る
法
律
第
1
条
に
掲
げ

る
営
業
に
該
当
す
る
も
の

3
-
政
治
活
動
、
宗
教
活
動
、

意
兒
広
告
お
よ
び
個
人
的

宣
伝
に
か
か
わ
る
も
の

4
そ
の
他
、
使
利
帳
に
掲
載

す
る
広
告
と
し
て
妥
当
で

な
い
と
記
め
ら
れ
る
も
の

申
込
方
法

広
報
屎
所
定
の
申

込
甬
紙
で
申
し
込・
ん
で
く
だ

さ
い

申
込
期
限
6
1

年
1
月
3
1日

掲
載
広
告
の
規
格
・
掲
載
料

卜
衣
の
と
お
り

申
込
・
問
合
せ
先

広
報
課

販
売
し
て
い
ま
す

区

の

刊

行

物

広
報
課
で
は
、
次
の
よ
う
な

刊
行
物
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

V
吮
は
が
き
・
わ
が
ま
梟
だ

立
(
5
枚
一
糾
・
1
0
0
円
)

▽

足
立
の
歴
史
(
嶺
円
)

▽
足

立
の
史
話
(

伽
円
)

▽
足
立

の
今
昔
(

千
5
0
0円)

▽
区
制
5
0

周
年
記
念
写
貞
集
(
千
伽
円
)

取
扱
場
所
・
問
合
せ
先

広
報

課
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変わります

障 害 者の福祉手当
(

国制度
)

特別障害者手当( 20 歳以上) 障害児福祉手当( 20 歳未満)

莖
度
の
障
害
を
持
つ
方
に
支
紿

さ
れ
て
い
る
『
国
制
度
の
福
祉
手

当
』
が
年
龠
法
の
抜
本
改
正
に
あ

わ
せ
て
、
昭
和
6
1年
4
月
か
ら
改

正
さ
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
2
0

歳
以
上
の
最
獵
度
の
障
富
者
に

は
、「
特
別
陣
害
者
手
当
」
が
、
2
0

歳
未
満
の
重
度
の
障
害
児
に
は

「
障
害
児
福
祉
手
当
」
が
そ
れ
ぞ

れ
支
給
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
現
行
の
福
祉
手
当
を
受

け
て
い
る
2
0斌
以
上
の
方
で
、
障

害
基
礎
年
金
や
特
別
障
害
者
手
当

の
い
ず
れ
も
支
給
さ
れ
な
い
方
に

は
、
今
の
制
度
の
手
当
が
そ
の
ま

ま
継
絖
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
陣
售
棊
飃
年
金
受
給

者
の
方
で
現
在
の
福
祉
手
当
が
非

該
当
に
な
る
力
も
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
阻
害
者
手
帳
と

年
金
手
帳
(
証
S
)
膏
苻
参
の
う

え
袒
当
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

現
在
、
福
祉
手
当
受
給
者
の
方

に
は
お
っ
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。

問
合
せ
先

障
害
福
祉
係

定
時
払
の
お
知
ら
せ

心
身
障
害
者
福
祉
手
当

難
病
患
者
福
祉
手
当

1
2月
期
(
8

月
I
H

月
分
)
の

福
祉
手
当
が
支
給
さ
れ
李
歹
。
支

払
い
通
知
は
し
ま
せ
ん
の
で
、
支

払
い
日
に
な
り
ま
し
た
ら
、
預
金

通
帳
、
印
か
ん
を
持
参
の
つ
又
。

あ
な
た
の
指
定
し
た
銀
行
等
で
。

支
払
い
を
う
け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
今
回
支
払
分
の
う
ち
1
0月

分
か
ら
月
額
1
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

※
心
身
陣
害
者
福
祉
手
当
の
I冫
5
3

級
受
給
者
の
方
は
、
い
ま
ま
で

ど
お
り
月
額
2
千
緊
円
で
す
。

支
払
日
1
2
月
"
‘
日
頃

嶌
庄
所
。
銀
行
等
が
変
つ
た
場
合

は
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

間
合
せ
先

障
客
福
祉
係

支
払
い
ま
す

老
人
福
祉
手
当

昭
和
6
0年
1
2月
期
分
の
老
人
福

祉
手
当
が
、
1
2月
2
5日
頃
受
給
者

の
み
な
さ
ん
の
口
座
に
振
り
込
ま

れ
眼
T
。
区
に
お
届
け
の
金
融
機

関
で
お
受
取
り
く
だ
さ
い
。

な
お
、
1
0月
分
か
ら
手
当
額
が

月
額
1
万
7
千
沺
円
に
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

※
な
お
受
給
者
の
方
が
、
施
般
入

所
、
転
出
等
受
給
賣
格
が
な
く
な

っ
た
り
、
ね
た
き
り
の
状
態
で
な

く
な
っ
た
り
、
口
座
番
号
、
住
所

等
届
出
事
墳
が
変
更
に
な
っ
た
場

合
は
參
人
碣
祉
係
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

亜
ま
だ
申
請
さ
れ
て
い
な
い
方
へ

6
ヵ

月
以
上
自
宅
で
ね
た
き
り

も
し
く
は
入
院
し
て
い
る
方
に
老

人
福
祉
手
当
を
支
紿
し
ま
す
。

申
請
方
法

太
人
名
喉
の
預
金
通

帳
(
郵
便
局
以
外
の
も
の
)
、
印

か
ん
、
入
院
証
明
書
(
入
院
の

塒
台
)
を
老
人
福
祉
係
に
持
穆

し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
合
せ
先
　

老
人
福
祉
係

福 祉 手 当 制 度 改 正 の 概 要

あ
っ
せ
ん
し
ま
す

私
立
高
校
入
学
資
金
融
資

お
子
さ
ん
が
私
立
高
校
や
高
等

専
門
学
校
へ
入
学
す
る
に
あ
た

り
、
入
学
金
等
に
お
困
り
の
方
に

融
資
を
あ
っ
せ
ん
し
ま
す
。

申
込
資
格
▽
私
立
の
高
校
ホ
死
　

は
高
等
専
門
学
校
進
学
予
定
者
　

と
同
居
し
て
い
る
保
護
者
▽
　

区
内
に
引
き
続
き
1
年
以
上
居
　

庄
し
て
い
る
こ
と
▽
住
民
睨
　

を
乕
納
し
て
い
な
い
こ
と
v
　

昭
和
5
9年
中
の
年
収
が
次
の
金

額
以
下
で
あ
る
こ
と
(
紿
与
所

樽
者
・
;支
払
い
紿
哮
の
総
額
が

刪
万
円
以
下
、
亊
業
所
碍
者
・・・

総
所
寿
額
等
が
楜
万
円
以
下
)

融
資
金
額
1
0

万
円
以
上
5
0万
円

以
下
(
1

万
円
単
位
)

利
串

年
6
%

返
済

融
資
を
受
け
た
日
か
ら
a

年
以
内
(
元
金
均
等
月
賦
償
還
)

保
証

金
融
機
関
所
定
の
保
疵
を

受
け
て
い
た
だ
膏
歪
す
(
保
証

料
は
区
で
負
担
)

申
込
用
紙

区
内
中
学
校
在
学
者

に
つ
い
て
は
各
中
学
校
で
、
そ

の
他
の
方
は
振
興
係
て
交
付
し

て
い
ま
す

申
込
期
間

昭
和
6
1年
1
月
8
日

I
2
月
1
5日

申
込
・
問
合
せ
先

学
務
第
二
驟

振
興
係

区
立
学
童
保
育
室

昭和61年4 月

入室児童募集
昭
和
6
1年
4
月
入
室
の
児
章
を

募
集
し
ま
す
。

対
象

保
護
者
が
働
い
て

い
た

り
、
長
期
の
訶
気
な
ど
の
た
め

に
下
校
後
の
児
童
の
面
倒
を
み

る
こ
と
が
で
き
な
い
方

対
象
児
皇
　
4

月
か
ら
小
学
校
―

～
3
年
生
に
な
る
児
竃

定
員
　
―
保
育
室
あ
た
り
4
0名

保
腫
者
負
担
金
　
月
額
3
千
3
0
0円

(児
童
I
人
分
)

申
込
期
間
　
1

月
1
0日
～
2
3日

申
込
力
法
　

申
擯
甫
、
飼
査
番
、

勣
務
証
明
癬
(
用
紙
は
各
保
育

窒
に
あ
Q

ま
す
)
、印
か
ん
を
持

笋
し
て
直
接
希
望
す
る
保
弯
室

へ
申
し
込
み
の
こ
と

柬
私
立
み
ど
り
学
篥
保
育
ク
ラ
ブ
(

興
本
小
学
校
内
酋
巍
7
2
4
0
)

に
入
室
希
望
の
方
は
、
直
接
ク
ラ

ブ
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
花
畑
学
竄
保
弯
室
は
4
月
か
ら

南
花
畑
児
竄
館
に
移
り
ま
す
。

問
合
せ
先
　
希
望
の
学
窶
保
弯
室

お
急
ぎ
く
だ
さ
い

水
洗
化
工

事

下
水
道
工
奉
が
終
了
し
、
水
洗

化
可
能
地
城
に
な
り
ま
す
と
、
そ

の
籾
域
に
お
住
い
の
方
は
、
3
年

以
内
に
排
水
設
蠏
を
作
り
、
水
洗

ト
イ
レ
に
改
造
す
る
さ
つ
法
律
で

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

右
表
の
地
域
は
、
水
洗
化
可
能

地
域
に
な
っ
て
か
ら
昭
和
6
1年
3

月
3
1日
で
、
3
年
に
な
り
ま
す
の

で
エ
事
蚩
髫
奚
戞
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
1
年
が
経
過
し
ま

す
と
、
水
洗
便
所
助
成
・
私
邏
排

水
設
臠
助
成
が
う
け
侭
れ
な
く
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

▽
水
洗
便
所
助
成
・
:

f
水
逎
局
小
眥
支
所
晋
及
係
　

゛
叨
8
8
2
2

▽
私
逎
排
水

設
備
助
成
・・・
区
・
下
水
逎
驟
普

及
係

魯
睇
1
1
6
1

き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

あ
き
地
の
草
刈
り
に
ご
協
力
を

あ
き
地
の
雑
草
が
、
枯
れ
始
め

る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
区
内
の

あ
き
地
に
は
、
雑
蕈
が
繁
茂
し
て

い
る
と
こ
ろ
が
、
ま
だ
見
う
け
ら

れ
ま
す
。
あ
き
地
の
雑
草
を
辰
置

す
る
と
、
近
所
の
方
々
の
迷
思
に

な
る
と
と
も
に
、
防
犯
、
防
火
上

た
い
へ
ん
危
険
で
す
。

区
で
は
、
あ
き
地
の
適
正
化
に

関
す
る
条
例
に
よ
り
、
雑
草
の
繁

茂
し
た
土
地
の
所
有
者
(
眥
理
者
)

に
、
雑
草
の
草
刈
り
を
お
願
い
し
、

適
正
に
、
管
理
す
る
恚
7
指
導
し

て
い
ま
す
。

な
お
、
草
刈
機
の
貸
出
し
や
、

自
分
で
刈
取
り
が
で
き
な
い
方
の

た
め
に
、
1
平
方

当
り
5
9円
で
、

区
に
委
託
す
る
方
法
も
あ
り
ま

す
。

問
合
せ
先

緑
化
係

学重保育室一覧表

休
園
の

お
知
ら

せ

鹿
浜
校
趾
公
菌
は
、
改
艮
工

月
末
日
ま
で
休
園
」
y豕
す
。

事
の
た
め
、
1
2月
2
0日
か
ら
I

問
合
せ
先

公
菌
課

入
園
児
募
集

区
立
上
総
湊
健
康
学
園

お
子
さ
ん
が
、
「
体
が
弱
い
」

「
ぜ
ん
そ
く
に
か
か
っ
て
い
る
」

「
祠
気
に
か
か
り
や
す
い
」
「
偏

食
が
は
げ
し
い
」
「
食
が
細
廿

「
肥
満
で
運
勳
嫌
い
」
な
ど
で
、

ご
心
配
の
万
は
お
子
さ
ん
の
将

来
の
た
め
に
、
今
の
う
ち
に
健

康
を
と
り
も
ど
し
て
お
く
こ
と

を
お
膏
え

く
だ
さ
い
。

恵
ま
れ
た
自
然
環
境
の
な
か

で
、
少
人
数
の
ク
ラ
ス
に
よ
る
、

き
め
細
か
い
学
習
指
導
と
健
康

指
導
が
受
け
ら
れ
、
夜
は
保
母

や
看
霞
婦
が
日
常
の
世
話
を
し

て
い
ま
す
。

募
集
人
数
　
小
学
校
3
年
生
か

ら
6
年
生
ま
で
の
各
学
年
2
0
　

名
、
合
計
8
0名

費
用
　
I

ヵ
月
約
1
万
8
千
円

(
冢
庭
事
燐
に
よ
り
、
鰄
額
、

免
除
の
制
度
も
あ
り
ま
す
)

入
園
手
続
　
現
在
通
学
し
て
い

る
学
級
の
袒
任
、
ま
た
は
養

護
の
先
生
に
申
し
込
む

申
込
期
限
　
1

月
3
1日

問
合
せ
先
　

学
校
保
健
係

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

I
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
ヘ
　

「
現
況
讌
」
の
提
出
期
限
は
1

月
3
1日
で
す

新
し
い
国
民
年
金
で
は
厚
生

年
金
、
船
飩
保
険
に
加
入
し
て

い
る
人
の
妻
(
健
康
保
険
の
被

扶
養
者
)
は
左
配
に
よ
り
届
け

。出
が
必
要
で
す
。

提
出
期
限

現
在
国
民
年
金
に

加
入
し
て
い
る
人
の
「
国
民
年

金
任
意
加
入
被
保
険
者
現
況

届
」
は
昭
和
6
1年
1
月
3
1日
ま

で
で
す

。
禾
加
入
の
方
は
昭
和
6
1

年
4
月
以
降
に
加
入
手
纃
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
現
在
加
入
し
て
い
る
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
で
、
現
況
届

の
用
紙
が
届
い
て
い
な
い
方
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　

国
民
年
金
課
適
用

係
・
国
昃
年
金
相
談

国
民
年
金
に
関
す
る
疑
問
や

制
度
に
つ
い
て

。
く
わ
し
く
知

り
た
い
方
の
た
め
に
、
国
民
年

金
相
睛
鷽
竹
い
ま
す
。

当
日
は
、
足
立
扛
会
保
険
亊

筋
所
か
ら
専
門
官
が
來
所
し
質

問
・
相
鮫
等
を
お
受
け
し
ま
す
。

日
眄
1

月
8
日
(
水
)
、
午
前

1
0時
I
午
後
3
時
3
0分

場
所
　
区
役
所
2
階
ホ
ー
ル

問
合
せ
先
　
国
民
年
金
課
導
用

係
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保健―
― 衛生

気
を
つ
け
よ
う

暖
房
時
の
換
気

○
開
放
型
と
密
閉
型

ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
瞹
房
器
や
瞬

間
舉
沸
器
に
は
、
燃
焼
ガ
ス
を
直

接
蚕
内
に
放
出
す
る
開
放
型
と
、

靈
外
に
排
気
す
る
暦
閉
型
の
も
の

が
あ
り
ま
す
。

フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
式
の
鰻
房
器

は
、
ほ
と
ん
ど
閲
放
型
で
す
。

○
換
気
が
不
足
す
る
と
　

灯
油
や
ガ
ス
を
匱
接
室
内
で
燃

焼
さ
せ
る
閧
放
型
の
瞹
房
器
や
瞬

間
湯
脾
器
、
ガ
ス
レ
ン
ジ
な
ど
は

空
気
中
の
酸
累
を
使
い
炭
酸
ガ
ス

を
放
出
し
ま
す
。

こ
の
と
き
部
屋
を
閉
め
切
つ
て

い
忝
こ
炭
酸
ガ
ス
に
よ
っ
て
空
気

が
汚
れ
、
酸
累
の
量
も
臧
つ
て
き

ま
す
。
空
気
中
の
酸
素
阯
が
減
る

と
、
呼
吸
困
難
な
ど
の
酸
素
欠
乏

症
を
起
こ
し
、
晝
大
な
亭
故
に
つ

な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
酸
素
不
足
に
よ
る
不
完
全

燃
焼
が
起
こ
り
。一
酸
化
炭
素
が

発
生
し
て
中
毒
を
起
こ
t
y
石

あ
り
ま
す
。

○
充
分
な
換
気
を

最
近
の
冢
は
サ
ッ
シ
な
ど
に
よ

り
気
密
性
が
高
く
な
り
、
す
き
問

風
に
よ
る
自
然
の
椣
気
量
が
少
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。
開
放
型
の
瞹

房
器
を
使
冫
こ
き
は
、
し
時
閥
に
I

回
程
度
、
窒
内
の
空
気
を
充
分

に
椣
気
す
る
必
娶
が
あ
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
足
立
保
闥
甬
、
千

住
保
健
所
へ
。

電話番号・所在地一覧
足 立 保 鍍 所

- l l 卜 855- - 4151

干 住 保 健 所
! 　p　: f 　 , 　こ　; 　　I 888- 4277

中央本町俘傭相談所
丁刈' 卜?1ご拓づ 880- 1165

東 和保 健 相岐 所員 丁 戸 606- 4171

江 北 保 健 相談 所
, iリ41' 日こ 一匐 匸40 896- 4004

1
月
の献

血
予
定

▽
4
日
(
土
)
・
:
北
千
住
駅
西
囗

▽
5
日
(
日
)
・
:
竹
の
塚
駅
東
口

▽
6
日
(
月
)
・
・
・
北
千
住
駅
西
口

・
西
新
井
駅
東
口

▽
H
日
(
士
)
…
竹
の
塚
駅
柬
冂

▽
1
3
日
(
月
)
…
北
千
住
駅
西
囗

▽
2
0
日
(
月
)
…
竹
の
塚
駅
東
口

▽
2
2
日
(
水
)
…
西
新
井
駅
西
囗

▽
2
6
日
(
日
)
…
保
塚
住
区
セ
ン
　

タ
ー

▽
2
9
日
(
水
)
…
飯
田
百
貨
店
鹿
　

翦
店
(
麑
浜
7
-
2
)

▽
3
0
日
(
木
)
・
:
北
千
住
駅
西
凵
v

3
1
日
(
金
)
…
区
役
所
本
庁
舎
　

・
竹
の
塚
駅
東
囗

*
時
問
は
、
い
ず
れ
も
午
前
1
0時

～

午
唆
3
時
3
0分
。
た
だ
し
庭
食

休
憩
時
間
は
除
く
。

問
合
せ
先
葛
飾
赤
士
予
血
液
セ
　

ン
タ
ー
(
さ
6
9
3
5
7
0
1
)
、ま
　

た
は
保
濔
F
防
係

募
集

勤労
青少
年寮

入寮者募
集

名
称
・
場
所
勦
労
胥
少
鄒
寮
　
(

千
住
桜
木
2
j
1
5
1
1
1
回
)

施
般
内
容
居
亨
(
個
室
H
・
7
　

平
方
メ
ー
ト
ル
)
ほ
か

入
寮
責
格

▽
都
内
の
中
小
企
業

に
勣
務
す
る
年
齡
1
5歳
以
上
2
8
　

歳
未
満
の
単
身
男
子

▽
申
し
込
み
日
前
3
ヵ
月
の
平

均
月
収
が
1
5万
円
以
下

入
寮
予
定
人
員
若
干
名
(
多
数
　

の
場
合
は
抽
選
)

使
用
料
月
額
5
千
1
0
0
円
(
電
気
。

ガ
ス
、水
遒
料
別
)

*
申
込
用
紙
は
勣
労
福
祉
係
と
動

労
胥
少
年
寮
に
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

勤
労
襠
祉
係

俳
画
入

門
教
室

日
時
1

月
2
1日
～
3
月
2
5日
の

毎
週
火
曜
日
(
2
月
H
日
を
薩
　

く
)
と
2
月
1
0
日
の
月
曜
日
　
　
(

令
1
0
回
)
午
前
1
0
時
～
正
午

場
所

中
臾
木
町
社
会
教
介
館

対
象

区
内
在
住
・
在
勤
者

内
容

朷
歩
的
な
俳
画
の
技
法
を

学
ぷ

定
員
匐
名
(
先
将
順
)

費
用
2
千
円
、(
他
に
教
材
費
実
　

費
負
担
)

申
込
方
法
電
話
ま
た
は
直
接
窓
　

冂
(
1
2
月
麗
日
T
前
9
時
か
ら
)

申
込
・
問
合
せ
先

中
央
本
町
杠

会
教
弯
館

　
訟
1
4
3
1

初心者の
ための

へ
ら鮒
釣
り
教
室

日
眄
1
月
1
6
日
～
3
月
2
0
日
の
　

に
週
甎
曜
日
、T
峻
7
時
～
9
　

時
筌
1
0
回
)
。た
だ
し
、9
回
　

目
と
、1
0回
目
は
、つ
り
堀
と
、

厖
れ
の
あ
る
場
所
で
の
実
技
指

溽
場
所

舎
人
桂
台
教
灯
煕

対
象
・
募
集
人
數

区
内
の
中
乍

生
以
上
の
男
女
計
5
0名

受
講
料
2
千
円
(
前
納
)

申
込
力
法
・
期
限
哇
酊
(
カ
キ
　

に
庄
所
、
氏
れ

圧
齡
、
亀
話

吊
廿
を
明
記
の
う
ぇ
申
し
込
ん

で
く
た
さ
い
。
心
碎
多
数
の
場

合
は
抽
選

『
1
2月
2
5囗
の
消
印

行
助
ヽ

問
合
せ
先

そ
　‥人
椚
会
教
弯
顛

一一
〒
1
2
1忿
人
1
1
3
1
1
7

　

E
O
0
0
8

』

木彫入門教室

日
時
1

月
2
0
H
～
3
H
2
4
H
の

毎
週
月
曜
口
、
Υ
峻
6
時
洳
分

～
8
時
洳
分

罷

川
川
一

場
所
中
央
、本
町
杜
余
教
弯
熊

対
象
1
6
歳
以
L
の
区
内
皀
け
・
　

在
動
で
木
彫
を
始
め
た
い
方

内
容
朷
歩
的
な
木
彫
の
技
法

定
員
2
0
叭
(
袖
凖

S
用
2
そ
円
(
他
に
教
材
眥
実
　

費
負
男

申
込
方
法
往
酊
(
ガ
キ
に
廿
　

所
、
氏
气

印
齡
、
電
話
乕
弓
、

勁
務
先
、
教
室
名
を
明
記
の
う

え
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
期
限
1
2
月
2
7
H
(
必
朽

申
込
・
問
合
せ
先
巾
央
本
町
社
　

会
教
育
館
(
干
1
2
1
中
央
本
町
3
　
-

1
5
1

　
眤
1
4
3
1

スケー
ト・
スク
ール

日
眄
2
月
1
囗
(
土
)
、午
後
3
　

時
区
役
所
前
出
発
、2
日
(
日
)
　

T
後
4
時
区
役
所
前
帰
著

場
所
御
殿
場
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン

対
象
'
%
　
&
£
'
中
学
生
以
卜
　

は
成
人
の
同
げ
書
が
必
。
?

定
員
5
0
名
旡
矜
順
)

費
用
4
千
8
0
0
円
(
小
学
生
以
ド
　

は
4
干
鵺
円
)

冬
　良
亊
は
つ
さ
ま
せ
ん
。

申
込
力
法
一
月
1
8
日
ま
で
に
体
　

介
諢
か
ぼ
ス
ケ
ー
ト
迚
川
へ
　
　

剛
9
0
6
5
・
長
谷
部
)
へ
。

問
合
せ
先

休
弯
課

催
し
物

新
年
子
ど
も

た
こ
あ
げ
大
会

冬
休
み
を
莉
用
し
て
作
っ
た
、

手
づ
く
り
の
た
こ
を
竸
い
台
い
ま

す

。

日
時
1
月
1
9
囗
(
凵
)
、午
削
1
0
　

時
か
ら
(
雨
天
の
場
合
は
、2
6
　

日
に
延
期
)

塲
所

日
の
出
緑
地
グ
ラ
ン
ド

対
象
区
内
子
ど
も
会
等
の
会
員
　
　
(

た
だ
し
、参
加
者
全
貝
に
よ
　

る
た
こ
あ
け
は
。般
尠
匐
自
由
)

大
会
内
容

∵
佃
人
輓
技
・
:た
こ

の
形
、
デ
ザ
イ
ン
な
ど
に
　
L夫

を
こ
ら
し
た
も
の
を
自
『兮
で
作

り
、
亊
前
に
審
査
を
受
け
、
大

会
当
H
た
こ
あ
げ
審
査
を
一行
う

▽
ブ
ロ
ッ
ク
觀
技
・
:各
地
区
少

年
団
体
協
農
会
の
代
き
3

希
　

に
よ
り
貯
う

申
込
方
法

∵
個
人
裝
技
・
:地
少

協
衣
た
は
4
少
年
係
に
あ
る
申

込
害
に
記
入
の
う
え
、
各
地
少

協
を
通
じ
て
、
た
こ
と
一
諸
に

提
出
の
こ
と

▽
ブ
ロ
ッ
ク
睨

技
・・　『
日
受
け
付
け
ま
す

申
込
期
限

▽
個
人
裝
技
…
1
月

8
日

▽
ブ
ロ
ッ
ク
輓
技
ミ
人

会
当
日

申
込
・
問
合
せ
先

青
少
年
係

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

一
般
投
映
(
1
月
・
2
月
)

日
時
毎
週
木
曜
日
・
:
午
後
6
時
　

匐
分
了
回
)
、毎
週
土
曜
日
・
・
・
　

午
険
2
時
・
3
時
3
0
分
・
6
時
　

3
0
分
(
3
回
)

場
所

教
育
セ
ン
タ
ー

題
名

冬
の
星
座
の
探
し
方

内
容

冬
に
睹
え
る
早
座
の
や
さ

し
い
探
し
方
と
星
摩
に
ま
つ
わ

る
物
訥
を
紹
介
L
ま
す

定
a
誨
名
(
ろ
回
と
も
当
日
先
　

着
順
)

賢
用

ワ
1
5歳
以
下
・・・
無
料

▽

1
6歳
以
上
…
1
0
0円

豪
な
お
、今
年
は
1
2
月
2
6
日
采
)

ま
で
、来
年
は
、1
月
9
日
(
木
)

か
ら
投
映
し
ま
す

問
合
せ
先

教
育
セ
ン
タ
ー
　
8
5
0

区
民
農
園
利
用
者
募
集

区
民
の
皆
さ
ん
に
、
野
粟
作
り

を
通
し
て
、
土
や
緑
に
観
し
ん
で

い
た
だ
く
た
め
、
ぼ
民
農
園
の
利

用
者
を
募
集
し
ま
す
。

な
お
、
印
し
込
み
多
数
の
場
台

は
、
抽
選
と
な
り
ま
す
。

募
集
す
る
農
園

左
表
の
と
お
り

利
用
期
間

昭
和
6
1年
3
月
中
旬

か
ら
昭
和
6
2年
2
月
末
日
ま
で

申
込
資
格

区
内
在
住
で
、
畊
陌

地
が
な
く
園
芸
に
熱
意
の
あ
る

世
帯

利
用
条
件
等
▼
野
菜
や
花
の
栽
　

培
に
限
り
ま
す
▼
柿
苗
や
肥
　

料
な
ど
は
自
己
負
扣
で
す
▼
　

農
n
は
、あ
る
程
度
の
も
の
は
　

用
意
し
ま
す
▼
水
逎
、ト
イ
　

レ
な
ど
の
設
備
は
あ
り
ま
す

運
営
s
5
千
円
(
運
曾
費
は
返
　

還
し
ま
せ
ん
)

申
込
力
法
往
厦
(
ガ
キ
に
希
望
　

す
る
農
園
。
世
帯
主
名
、庄
所
、

冢
族
嘴
成
(
氏
名
、年
齡
)
、電
　

話
番
号
を
記
入
の
こ
と
(
返
　

信
用
(
ガ
キ
に
も
住
所
、氏
名
　

を
記
入
の
こ
と
)
現
在
利
用
し
　

て
い
る
方
は
、
今
の
区
図
番
吋

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
主
に
6
0歳
以
上
の
方

が
利
用
す
る
場
合
は
、
老
人
コ

ー
ナ
ー
希
望
と
記
入
し
て
く
だ

さ
い他

の
農
剛
と
叭
復
申
し
込
み

は
で
さ
ま
せ
ん

耳
集
期
阻
1
2
月
2
7
日
(
翻
印
有
　

効
)

※
そ
の
他
詳
紹
は
、出
張
所
に
あ

る
募
集
案
内
を
ご
覧
ぐ
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先
区
民
生
活
係
　
　

こ
T
ほ
千
件
―
-
4
-
1
8
)

募集農圍一覧表

ご
家
庭
や
グ
ル
ー
プ
で
と
う
ぞ

湯
河
原
・
伊
豆
高
原
「
あ
だ
ち
荘
」

3
月
利
用
に
つ
い
て
は
、

左
表
の
と
お
り
で
す
。

申
し
込
み
は
。
1
保
養
所

I
グ
ル
ー
ブ
、(
ガ
キ
ー
枚

に
限
り
ま
す
。

ま
た
、
空
室
が
あ
る
場
合

は
、
利
用
日
の
1
日
前
ま
で

受
け
付
け
」
yま
す
。

掲示
板

□
年
末
・
年
始
の
済
掃
作
業

▽
普
通
ゴ
ミ
(
容
器
・
分
別
)
　

1
2
月
3
0
日
(
月
)
ま
で
。
1
　

月
5
日
(
日
)
か
ら
収
集
。

ゴ
ミ
容
器
集
積
所
の
ビ
ラ
を

ご
覧
く
だ
さ
い

▽
租
大
ゴ
ミ

年
末
は
で
き
る
だ
け
早
目
に
　

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
年
始
は
　

1
月
1
3
日
(
日
)
か
ら
集
め
　

ま
す

▽
し
尿
の
収
集

受
け
付
け
は
、
1
2
月
2
9
日
　
　
(

口
)
ま
で
、
年
始
は
1
月
　

5
日
(
日
)
か
ら
で
す

問
合
せ
先
足
立
柬
灣
掃
亊
務
　

所
(
　
跏
0
7
1
1
)
、
足
立
　

西
灣
掃
亊
務
所
(
　
8
5
2
2
1
　

4
1
)

□
危
険
物
取
扱
者
受
験
準
儺
講

習
=
同
和
対
策
事
業
9

日
時
1
月
2
3
・
2
4
・
2
7
・
2
8
・
2
9
　

日
・
・
・
午
後
6
時～
9
時
1
0
分

場
所
・
費
用

足
立
高
等
職
業

訓
練
校
台
樂
分
校
、
無
料

申
込
日
時
1

月
9
日
・
1
0日

午
前
9
時
～
午
後
7
時

申
込
・
問
合
せ
先
足
立
高
籌
　

職
業
馴
練
校
台
東
分
校
(
拓
　

産
芙
労
働
会
館
内
)
　
眺

□
水
道
局
か
ら
の
お
願
い

冬
は
、
建
物
の
外
に
あ
る
水

逎
管
、
特
に
霖
出
し
て
い
る
も

の
は
、
大
へ
ん
凍
緒
し
や
す
く
-

1
-
分
な
防
寒
が
必
竇
で
す
。
亰

逎
局
か
お
近
ぐ
の
東
亰
都
指
定

水
道
工
事
店
に
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
凍
結
し
て
危
険

に
な
る
な
ど
の
た
め
道
路
の
漏

水
を
発
見
し
た
ら
、
す
ぐ
に
水

逎
局
へ
こ
連
倫
く
だ
さ
い
。
2
4

時
閧
鷽
け
付
け
て
い
ま
す
。

邇
絡
先
東
亰
都
水
沸
'
一
足
立
　

東
営
業
所
(
　
緜
2
1
5
1
)
　

同
・
足
立
西
営
業
所
(
　
8
9
6
　

4
2
2
1
)

□
国
民
金
融
公
廟
の
進
学
囗
ー

ン
の
お
知
ら
せ

現
在
、
来
舂
高
校
、
短
人
、

大
学
、
専
修
学
校
等
へ
進
学
さ

れ
る
お
子
様
を
お
持
ち
の
方
に

進
学
ロ
ー
ン
を
取
り
扱
つ
て
い

ま
す
。

問
合
せ
先

国
民
金
融
公
麈
千

住
支
店

　
Ⅲ
6
1
7
5

年
末
年
始
の
公
社
施
設

鏘
足
立
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
公
社
の
全
て
の

施
設
は
1
2月
2
8日
か
ら
1
月
4

日
ま
で
、
年
末
年
岶
お
よ
び
館

内
整
爾
の
た
め
休
ま
せ
て
い
た

た
癶
ま
す
。
毎
月
1
口
の
施
設

利
則
抽
選
公
は
1
月
に
限
り
5

日
に
な
り
ま
す

。

ひ
ろ
ば

★
四
亭
絵
圖
研
究
会
四
季
の

静
初
、人
体
デ
ッ
サ
ン
/
毎
月

第
4
火
曙
日
、午
汝
5
時
3
0
分

～
8
時
3
0
分
/
矢
沢
ア
ト
リ
エ
　
(

本
木
西
町
)
/
月
額
2
千
円
/

▽
矢
沢
　
巍
6
8
0
8

★
サ
ー
ク
ル
び
ぎ
ん
映
圃
会

を
中
心
に
、(
イ
キ
ン
グ
、ホ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
勳
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
/
1
8
～
3
0
歳
位
/
月

頷
迦
円
/
▽
中
村
　
8
7
9
1
4
3

7
(
午
後
5
時
～
H
時
)

★
居
合
術
初
心
者
歓
迎
)
毎

週
月
・
金
曜
日
、午
後
6
時
3
0

分
～
9
時
(
自
由
に
ど
う
ぞ
)
/

中
川
北
小
学
校
/
入
会
金
・
:

成
人
4
千
円
、小
中
高
校
生
3

千
円
、月
額
・
:
成
人
4
f
円
、

小
中
高
校
生
2
1
円
/
▽
本
多

直
伝
会
　
暎
8
9
7
4

★
レ
イ
ン
ボ
ー
サ
ー
ク
ル

仞
心
者
向
き
柱
交
ダ
ン
ス
/

主
に
月
曜
日
、午
後
7
時
3
0
分

か
ら
/
中
棊
本
町
社
会
教
育
館

人
会
金
・
・
・
2
F
円
、月
額
・
:

3
千
円
/
▽
人
石
　
栩
3
4
5

口
投
稿
先

広
報
課
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職員の給与等の実態を区民の皆様に
ご理解いただくため、次のとおり公表
します。
職與の給与は、地方公務員法により、
一般葷庭の生計費、国や他の地方公共
団体の珮員の給与、民間企業の従業員
の給与、その他の事情を考慮して定め
られることになっています。この趣旨
に基づいて、23区共同で般置している
特別区人事委員会が、毎年、特別区内
の民間企業従業員の給与実態を調査
し、これと職鰄給与を比轂し。さらに

生計費やS 、他の地方公共団体の給与
なども考鳳して勧告を行つています。
職員の紿与は。この勣告に基つき、区
巖会の審議を経て、「職員の給与に関す
る条例」で定められています。
なお、行財政改革の下、57年の勤告
に基つく給与改定は実施されず。58年
の勧告に対しては前年の勳告給料表を58
年7 月から適用し、59年については
勳告の給料表を下回つた給料額で実
施、といった措置が行われました。

≪職員課紿与係≫

区職員の給与等を
公表し ます

職員手当の状況( 1)

職員手当の状況( 2)

0 特 殊 助 番 手 当 に つ い て は そ の 外 梏 か ら11 發 情 勢 の 変 化 咢 にa 七 き せ て い く 必 輿 か あ る た め 覗 舟 見 ● し を 検 討 し て い ま す

職員手当の状況( 3) 昇給期間短縮の状況

職員手当の状況( 4) ( 60年4 月1 日現在)

特別職の報酬等の状況

O輜酬韻等の決定にあた・} 縋睾の一毅● 膕の嶋咎改宙にあわせてスライドきせる方式l j 、59謇から癇i し 舗につい

てl j 59年4 月から裾えI きになっています

O特駲職にはー轂櫚員と輿な・J 扶費手当 滷鸚手当、伎胼手当 勤匂手当琴か支給されません また 議興には砲羲

謇当も支粭されません

人件費の状況 ( 59零度普通會叶決算)

O 人件胄とは、一骰橢膕に支綸される給与と区長や霾月など特刷珮に支粭される粭料・報麟・予当のl j か負滴
費{ 杜会保険料の事業・ 負揚分} などの合叶をいいます

0 普通会計とは 池方自治倖梱互蜀の比駛を可能とさせるため 全国同一基 ● で集計廴た轆計上の兪叶です

職員給与費の状況 ( 60 年度一敖會叶予算)

O粭与贊は、5 初干算に計上きれた額です
0「壜l 乎当J のうち主なものl」 扶雙1・当、謁螫謇当、通勤手当、詼民手1 などで 退驟予翕は含、」れていま

せん

職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況 ( 60年4 月I B 現在)

職員の初任給の状況 (・O苹411 回珮痙)

職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況 (・0苹4 月1 日 ● 龕)

0 嵯隶年薇とは、卒羣餓盡ちに舞用され引き覦き● 售している鳩舍|よ。採翊魯の年歡をいいます。

一般行政職の等級別職員数の状況　 (・0*4 月1日覯寉)

職員手当の状況( 5)

0・驟争当の支綸串l j 段階的に引き下げられ、自己梛合l j 61年庚から暈高隕度勾a 月分に、働襴・定年( 164年

度から燬高陵度闘0 月分にな9 ます
01 輿争自の1 人翕り甼綯支輪齲l j 1 年度に遍輿した全輿鱸に係る職異に支綸された甼綯頗です

昭
和
6
1年
2
月
1
日
か
ら

梅
島
駅
周
辺

自
転
車
放
置
禁
止
区
域
を
指
定

梅
鳥
駅
周
辺
の
自
転
車
放

置
禀
止
区
斌
を
左
図
の
と
お

り
指
定
し
ホ
歹
。

亜
有
料
自
転
車
駐
車
塲

規
則
に
伴
い
設
置
さ
れ
る

自
転
単
駐
申
堤
は
、
東
武
鉄

道
の
経
営
で
す
。
申
し
込
み

な
ど
は
、1
2月
2
6日
か
ら
梅

島
第
一
畦
卑
場
管
理
棟
(
酋

跏
3
2
4
1
)
へ
。

問
合
せ
先

交
通
安
全
対
策

課

・
冂
囗
i

分
の
遭
I
は
放
-
黐
止
(予
定
)
区
岐
で
す
。

放置禁止区埴図

U・0・240, 000


